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1．緒言

　TiAl 金属間化合物は、有 力な軽量耐熱材料の
一

つ として期待されており、例えば自動車用タ
ー

ボチ ャ
ージャ

ー
のタ

ー
ビン 翼へ の適用が検討されている。 著者らはこ れまで軸材の SACM645 鋼と

の拡散接合を検討した。こ の 場合、接合 界面に 脆弱な Tic 層が形成しやすく、良好な継手を形 成す
るために は炭 化 物の 形 成を抑えるこ とが必須であるこ とを報告 した 。

こ こで は炭化 物の 形成を極力

抑えるために、低炭素ス テ ン レ ス鋼との拡散接合を行なう場合をとりあげ、それ らの 接合性に っ い て

実験 ・検討を行なっ た 。

2．供試材ならびに実験方法

　本実験で 用 い た供試材は Fe
，VB 添加 TiAl鋳造材、　SUS4101 、、　SUS304L であり、化学組成を

Tab ］el および Table2に 示 す。

　接合用試料は TiAlを20mm 　x 　20mm 　x 　lOmm に、ス テ ン レス 鋼は 25mln 　x　20mm × 10mm
に切り出し、接合面 は パ フ布により鏡面仕上 げを行なっ た。また、接合直前に ア セトン 中で脱脂洗浄
を行い 、Table3 に 示す条件で拡散接合を行なっ た 。 これ らの 試料は、引張試験、光学顕微鏡観察、
EP 雑A 、マ イク ロ ビッ カ

ー
ス 硬さ試験により検討を行なっ た 。

Table　l　 ChemlGal　composition 　of　TiAl　used （example 　1）
AIFe V B 0 N Ti

maSS ％ 32．51 ．851 ．650 ．08ア 0．0490 ．0113Bal ．
at ％ 46．01 ．2651 ．240 ．310 ．1170 ．031Bal ．

Table　2　Chemical　composition 　of　Stainless　Sted 　used （mass ％）

C SiMn P S NiCrFe
SUS410L0 ，0250 ，510 ．860 ．0220 ．0020 、3412 ．82Bal ．
SUS304L0 ．0170 ，350 ．640 ．0370 ，0139 」018 ．39Bal ．

Table　3　Diffusion　bOnding　conditions
颱 mperature

　　　（K）

Pre8sure
（MPa ＞

Time
（ks）

Atmosphere
　　　（Pa）

丁朏 SUS410L1223
、 1273 9．8

TiAySUS304L1223 、 1273 3．6 6，7x10 ヤ3
　　　　　　　　　　一
1327、1373

19．8

3 ．1実験結果および考察

3．1TiAl ／ SUS410L の 拡散接合

　Fig．1 に接合温度 1223K および 1273K の 接合部近傍の 組 織写真を示す。1223K では形成層
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は観察できないが 1273K では T固 側に 2層、　SUS410L 側に 1層形成されているこ とが分かる。

Flg．2 に 1273K の 場合の 接合部近傍の 各形成層および母材の マ イ クロ ビッ カ
ー

ス 硬 さ試 験 の 測定

結果を示す。TiAV 側 の Hb および ll・a 層 （Fig．1．b 参照）の 硬さが高い ことが 分か る．　EPMA による

元素分析では接合界面 に C の 濃縮が激しく、Ni，Ti の濃度も大きい こ とが分かっ た。含有量の低い

炭素原子が接合界面に優先的に拡散して脆弱な炭化物層が 形成されたもの と推定される。

3 ．2TiAl1SUS304L の拡散接合

　Fig．3 に接合温度 1273K および 1323K の接合部近傍の組織写真を示す 。 両温度におい て形 成

層が見られ高温側で は、形 成層 の 幅が大きくなっ て い る。Fig．4 に 接合部近傍の 形 成層と母材の マ

イクロ ビッカース硬さ試験の 結果を示す。TLM 側の Ib および Ha 層の 硬さが高い。　EPMA 分析の

結果 Ni
，
C の 濃化層が確認された 。 炭化物の ほか、　Ti2Ni が形成されたものと推定された 。 また、引

張試験で は最大 95．4MPa の 強度が得られた。

4 ．結言

　TAI と低炭素ス テ ン レ ス 鋼の 拡散接合では、含有量の 低い炭素原子 が接合界面に優先的に拡

散して脆弱な炭化物層を、さらに Ni を含む場合は Ti2Niを形成しやすく、継手強度の 向上 に は、こ

れ らの 形成層の制御が特に重要であることがわか っ た 。
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−Vickers　hardness　test
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